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優越的地位の濫用規制（概要）

「優越的地位の濫用に関する独占禁止法上の考え方」（平成22年11月30日公表）
・法運用の透明性を一層確保し、事業者の予見可能性を高めるため作成
・全ての業種を対象としている

独占禁止法は、取引上の地位が相手方に優越している一方の当事者が、取引の相手方に対
し、その優越的地位を利用して、正常な商慣習に照らして不当に不利益を与えることを禁止（あ
らゆる取引が規制対象）。

【規制趣旨】
優越的地位の濫用は、
・取引の相手方の自由かつ自主的な判断による取引を阻害
・取引の相手方はその競争者との関係において競争上不利となる一方で、行為者はその競争者との関係において競争
上有利となる
公正な競争を阻害するおそれ
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○ 私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54号）
（定義）
第２条 ①～⑧ （略）
⑨ この法律において「不公正な取引方法」とは、次の各号のいずれかに該当する行為をいう。
一～四 （略）
五 自己の取引上の地位が相手方に優越していることを利用して、正常な商慣習に照らして
不当に、次のいずれかに該当する行為をすること。
イ 継続して取引する相手方（新たに継続して取引しようとする相手方を含む。ロにおいて
同じ。）に対して、当該取引に係る商品又は役務以外の商品又は役務を購入させること。
ロ 継続して取引する相手方に対して、自己のために金銭、役務その他の経済上の利益を
提供させること。
ハ 取引の相手方からの取引に係る商品の受領を拒み、取引の相手方から取引に係る商
品を受領した後当該商品を当該取引の相手方に引き取らせ、取引の相手方に対して取
引の対価の支払を遅らせ、若しくはその額を減じ、その他取引の相手方に不利益となるよ
うに取引の条件を設定し、若しくは変更し、又は取引を実施すること。

六（略）

（参考）優越的地位の濫用規制
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